和歌山市魅力発信プロモーションプロジェクト「わかおしっ」
プロデュース業務に係るプロポーザルに関する質問及び回答

質問及び回答は、次のとおりです。
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	NO
	質問事項
	回答

	１
	著作権譲渡の範囲について
仕様書において、成果物の著作権は受託者から委託者へ譲渡するものとされていますが、著作権法第２７条（翻案権等）及び第２８条（二次的著作物の利用権）についても譲渡の対象とすることを想定されていますか。
	成果物の著作権については、著作権法（昭和４５年法律第４８号）第２７条（翻訳権、翻案権等）及び第２８条（二次的著作物の利用に関する原著作者の権利）のほか、本件著作物に関する全ての著作権を本市に譲渡する想定です。

	２
	著作者人格権について
仕様書では、著作者人格権（著作権法第１８条～第２０条）の不行使が規定されていますが、その対象は委託者による本業務の目的達成に必要な利用・改変等に限られるとの理解でよろしいでしょうか。
	著作物については、本業務の目的達成に必要な利用・改変等に限られますが、本市のほか、本市が業務委託等行う第三者や、本市が利用を許諾する第三者（著作物の利用においては、本市による監修を必須とします。）が利用することも考えられます。

	３
	第三者権利の保証について
「第三者の商標権、著作権その他の権利を侵害するものでないことを保証する」との規定がありますが、将来における第三者の商標登録や権利取得など、受託者が予見・管理できない事象まで保証を求める趣旨でしょうか。それとも、制作時点において合理的な注意義務を尽くすことを求める趣旨でしょうか。
	制作時点において、合理的な注意義務を尽くすことを求める趣旨です。

	４
	第三者からの権利侵害の申し立てについて
納品後に第三者から権利侵害の申し立てがあった場合の責任分担については、受託者の故意または過失がある場合に限るとの理解でよろしいでしょうか。

	お見込みのとおりです。



